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今年も行きました、フィリピンワークキャンプ！ 

 
２０１４年ワークキャンプキャンパーと五十嵐主教様 

 

多様なフィリピンの姿に触れて 

 第１１回目のフィリピンワークキャンプを無事に

終え、キャンパー達からの報告書を皆様にお届け

出来ますことを感謝いたします。 

 今年は、キャンパーを二つのグループに分け

て、バンリックという電気もガスもない小村の聖

ピリポ聖ヤコブ教会と、マニラ首都圏の中にある

貧困地域に建つフェアビュー復活教会に行き、そ

れぞれ教会施設の修繕の手伝いをしながら、交

わりの時を与えられました。キャンパーはホーム

ステイを通して、ワークを通して、礼拝を通して、

交わりを深め、かけがえのない経験をしてきたと

思います。それぞれの思いについては参加者達 

 

 

の報告書を是非お読みください。 

 フィリピンにおいても、都市部での生活、田舎

での生活には大きな違いがあります。当然のこと

ながら一つだけの体験で、「これがフィリピン

だ！」とは言えません。今回は、グループが二つ

に分かれたことで、多様なフィリピンの姿を垣間

見ることができたと思います。 

 キャンパー達がこのキャンプでの経験を通し

て得たものが神様の祝福を受けて、大きく花開

いて欲しいと願っています。 

 フィリピンワークキャンプ団長 

九州教区司祭バルナバ牛島幹夫 

フィリピンとの掛け橋 
第２０号（３教区合同ワークキャンプ報告第２号）       ２０１４年７月１０日 
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2014 年ワークキャンプ日程 

2 月 28日(金) 中華航空機で台北経由でマニラへ。 

EDCP の事務所で歓迎パーティ。台風 30号被災地への支援物資をお渡しする。 

3 月 1 日(土) 2 つのグループに分かれそれぞれバンリックとフェアビューに移動。 

バンリックグループ フェアビューグループ 

バンリックまでは車で 3時間 

オリエンテーション、村の人との交流 

フェアビューまでは約 1時間で到着。 

オリエンテーションの後、主日礼拝のた

めの準備（清掃など）を教会の方とする。 

2 日(日) 主日礼拝を聖ピリポ聖ヤコブ教会と、 

ジャンボリー・アガペー・聖公教会で守る 

午前：主日聖餐式 

午後：ワーク：ペンキ塗りのための準備作

業。 

3 日(月) ワーク：礼拝堂外壁ブラッシング、 

トイレ外壁作成、草刈り 

日本語で｢キリストの平和｣を歌う練習 

ワーク： 

礼拝堂横にある会館のペンキ塗り 

4 日(火) ワーク：教会外壁ブラッシング。 

下地ペイント（赤）。 

教会周辺のゴミ拾い 

ワーク：ペンキ塗り他 

5 日(水) 灰の水曜日聖餐式 

ワーク：礼拝堂外壁下地ペイント（赤）、 

仕上げペイント(緑)  

サンタイネスより、ダグソン司祭、デルピ

ン、ジュノアが来訪。 

午前：ペンキ塗り他 

午後：大斎節前の礼拝堂の大掃除他 

夜 ：灰の水曜日の聖餐式 

6 日(木) ワーク：礼拝堂外壁仕上げ（緑）、 

十字架ペイント（白） ⇒ 完成！ 

フェアウェルパーティー＆ 

上野光さん誕生日パーティー 

午前：引き続きペンキ塗り 

午後：お別れパーティーの準備 

夕方：お別れパーティー 

7 日(金) 午前：3 時間かけてケソン市へもどる。 午前：マニラ郊外のゴミ処理場周辺に出

来た集落マカブへ。立教大学の仕

事でフィリピン来訪中の五十嵐主教

も同行。 

午後：二つのグループが合流。修道院で礼拝用品を買い物。 

8 日(土) 終日：フィリピンキリスト教協議会が行っている、台風ヨランダ被災地向けの支援物資

のリパッキング作業。皆疲れがたまっていて、無口になって作業。 

夕方：キャンパー相互の振り返りと経験の分かち合い。 

9 日(日) 午前：カインタのホーリーフェイス教会で主日聖餐式。司式タクロバオ主教。 

午後：シューマートにてお土産を買い物。 

夜 ：フェアウェルパーティー 

10 日(月) ニノイ・アキノ国際空港から台北経由で福岡、沖縄へ 
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高良まなみ 

 

ワークキャンプ 

２０１４ 

参加者紹介 

 

杉野達也執事 

 

石原歩 

 

団長 牛島幹夫司祭 

 

杉野有沙 

 

上野光 

 

チャプレン 長田吉史司祭 

 

南風原早記 

 

永島菜摘 

 

有村和恵 

 

岩佐直人司祭 
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フィリピンワークキャンプ 

 

福岡聖パウロ教会 有村和恵 

 

 私は今回初めてフィリピンワークキャンプに参

加しました。海外に行くのは生まれて初めてで、

不安とワクワクでいっぱいでした。 

 マニラでは、車線を無視して走ったり、車の横

すれすれを別の車が抜けて行ったり、少しでも隙

間があればそこに入っていったりなど、交通マナ

ーの悪さに驚きました。  

 バンリックに着いて車から降りると、村の人た

ちがハグをして迎えてくれました。顔を見て、

「あなたがエスターね！私もエスターって名前

なのよ」と笑顔で声をかけてくれたのがとても

嬉しかったことを覚えています。 

 ホームステイ先が一人ひとり別々だと聞いて、

英語が全くできない私はすごく不安になりまし

た。しかし、ホームステイ先の子どもたちが毎日

つきっきりでダガログ語と英語を教えてくれたり、

ジェスチャーや表情でコミュニケーションをとっ

たりしていくうちに、いつのまにか不安がなくな

っていました。日本語を教えると、すぐに覚えて

使っていました。ホームステイ先では、寝るとき

にみんな日本語で「おやすみ」と言っていました。

また、夜は懐中電灯がないと歩けないほど真っ

暗なことやお風呂やトイレなどの環境が日本と

全く違うことなどを体験し、スイッチを押せば明

かりがつくこと、蛇口をひねれば水やお湯が出

ることなど、日本で当たり前のようにしている生

活は本当に幸せなことだということを実感しま

した。 

 ワークでは、教会周辺の草刈りと、教会のペン

キ塗りをしました。ワーク中は村の人たちと話し

たり歌ったりしながら楽しく作業をしました。日が

照っているところで作業すると日陰に行きなさ

いと言われたり、日差しが強い時間帯は休憩さ

せられたり、私たち日本人にとても気を遣ってく

れました。おかげでほとんど焼けることなく、疲

れることもありませんでした。村の人たちの気遣

いがとても嬉しかったです。 

  このワークキャンプで特に感じたことは、人

の温かさです。「元気か」「疲れてないか」「水は

まだあるか」などたくさん声をかけてくれて、私

たちに不便がないようにいつも気を遣ってくれ

ました。子どもたちは、言葉が分からない私に

「エスター」「エスターお姉ちゃん」といつも笑顔

で手を差し伸べてくれました。目が合うと笑いか

けてくれて、本当に優しい人ばかりでした。     

いろいろな人と出会い、多くの貴重な経験を

し、自分なりに成長できたと思います。ワークキャ

ンプに参加できて心から良かったなと思います。

次に行くときには、英語を勉強してもっと力をつ

けて参加したいです。 

最後に、自分たちのために献金してくださった

方々やお世話をしてくださった方々に本当に感

謝しています。ありがとうございました。 

 

 

 

フィリピンワークキャンプに参加して 

 

沖縄教区 司祭 岩佐直人 

 

今回はバンリックというところに行った。昨年

行ったサンタイネスのジプニーに乗り換える所を

曲がらずにまっすぐ通り過ぎて更に 1時間。川の

無い山間部だった。村の規模も小さく、冷えたＲＣ

コーラなど期待してはいけないような所だった。

10 年ほど前に行ったパラワン島以来の青空トイレ

のお家にホームステイさせてもらった。 
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今回一番きつかったことは昼と夜の気温差だ

った。日中は汗をかいて日焼けするほどの陽気

なのに対して、夜 8 時にもなればパーカーを羽

織っても寒く、焚火をしたり、まさかのレインコー

トを着たりして寒さをしのいだ。それでも夜も暑

苦しいのよりはずっと良かったが。朝晩が非常に

冷え込むため、お風呂（という名の水浴び）は貯

めている水は冷たくて無理だったので、やかん

にお湯をわかしてもらい、バケツの中でぬるま湯

にして体を洗っていた。青空トイレ兼風呂場なの

で、それでも寒いのだが、真水を被るのに比べれ

ば本当にありがたかった。 

 私のホームステイ先のお家は、パパが教会の

信徒１号だそうで、ママも熱心に教会に通ってい

るようだった。泊めてもらった 6 日間に私は何回

「ハッピーか？」とママから聞かれたことだろう

か。いつでも満喫させてもらっていたので、不安

にさせるような顔はしていなかったはずだった

のだが。 

 私が使わせてもらったベッドにはマットが無く、

板張りの上に薄い毛布が敷いてあるだけで、日

本の自宅と比べれば腰が痛くて仕方が無かった。

でもそのベッドはパパとママがいつも使ってい

たもので、私に使わせてくれて、パパとママは床

の上に段ボールを敷いて寝ていた。本当は寒く

てきつかったはずなのに。また夜遊びをして帰っ

てくる私のために、オイルランプを灯してくれて

いたり、一緒に教会まで連れて行ってくれたり、

何よりもいつでも笑顔で話してくれた。言葉はあ

まり通じなかったが、それでも楽しかったし、たま

に通じたら、「あ、今通じた」というその瞬間がと

ても幸せだった。わたしたちは自分のホームステ

イ先だけでなく、教会や村全体から数えきれな

いほど心からの「おもてなし」を受けたと思う。 

 日本と比べて生活水準は低く、インフラや物資

も揃っていない。その中で、バンリックの人達は、

できる限りのことをして下さり、わたしたちのこ

とをいつも心にかけていてくれた。わたしたちが

日本でお客さんを迎えるとき、特に最上級のおも

てなしをしようとするとき、根底にあるのは「ど

 

 

れだけお金をかけるか」ということだったのかも

しれないと今考えさせられている。どこのホテル

に泊まってもらうか、どんな物をどこで食べても

らうか、言い言い換えるならばお金をかけて誰に

（あるいはどこの会社に）代わりにやってもらう

かという意識が染みついてしまっているのでは

ないだろうか。良いホテルや、上級の食事をお出

しすることが悪いということではなく、心よりも

お金をかけるということのほうに「おもてなし」

の意味をシフトしてしまっていたのではないかと

思う。 

 人を迎え入れる、もてなすということは教会

の、またクリスチャンの基本中の基本であろう。そ

こにどれだけわたしたちの心が配れているのか、

その人に仕えることができているのかと、大斉

節の今、キリストから問われている気がしている。

もしも、万が一、イエスが「疲れた者は宿に泊まり

なさい。わたしが代わりに払っておこう」と言わ

れたなら、一体誰がイエスについて行くだろうか。

誰が神による救いを信じることができるだろう

か。 

わたしが、あなたを休ませてあげようとイエスは

言われる。あなたに心を注ぐということが「愛す

る」ということになるのだろう。ホームステイ先

のママが何度も言っていた。「お金は無い。でも

愛はある！」 わたしもバンリックで受けた、気付

かせてもらった愛を回りの人達に注いでいきた

い。今回のワークキャンプもすべてを与えて下さ

った主に感謝。 



 - 6 - 

フィリピンワークキャンプに参加して 

 

 神戸教区 神戸聖ミカエル教会 上野 光 

 

私が訪問した村は、マニラから２時間ほど走っ

た山間部にありました。ここではホームステイを

しながら６日間を過ごしました。この村には、基本

的に電気、ガス、水道は通っていませんでした。水

は井戸から汲んできて、家の大きなタンクに汲み

置きしてありました。水は貴重なものなので、バ

ケツ一杯の水で体を洗いました。日本で当たり前

だったことが、ここにきていかに自分が贅沢な

生活を、感謝することなく過ごしていたことに気

づかされました。 

ワークでは、村の人たちと一緒に教会のペンキ

塗りや、道のゴミ拾いをしました。 

私は英語を話すことができないので、村の人

たちとコミュニケーションを楽しむことができま

せんでした。話したいことが口から出そうなのに、

伝えられない悔しさが、すごく胸に残っています。

当初は、言葉の壁によって気持ちが辛くなってし

まったのですが、村の人たちや周りの人に支えら

れて、最後まで楽しんで過ごすことができまし

た。 

お互いの言葉を教えあったり、簡単な会話を楽し

んだり、一緒に聖歌を歌ったり、たくさん良い思

い出を作ることができました。村で過ごす最後の

夜、ディナーの時に私たちのためにダンスや歌を

披露してくれました。そして、その日偶然誕生日

だった私は、盛大にお祝いをしていただきました。

この日のことは一生忘れられない思い出となり、

人々の優しさに胸を打たれました。 

私がここにきて感動したことは、村の人たちの

優しい思いやりの心です。村の人たちは、私たち

がここに来たことを心から喜んでくれました。そ

して、私たちに愛をもって接してくれていること

をとても感じました。他人を受け入れて、おもて

なしをするということはとても難しいことなのに、

フィリピンの人たちは一生懸命、私たちにおもて

なしをしてくれました。私は、人のために時間を 

 

さいたことがあるだろうか、隣人をこんなに愛し

たことがあるだろうか、人を受け入れておもて

なしをすることはできるだろうか、と考えさせら

れる機会になりました。私もこんな、思いやりの

ある人間になりたいと思いました。 

そして毎日、英語とタガログ語、日本語を交え

て礼拝を行いました。聖書を読んだり、聖歌隊と

して前で歌わせてもらったりしました。国が違う

人同士が、教会に集まって共に礼拝を行うこと

ができるということは素晴らしいことだと感じま

した。フィリピンでは３か所の教会で礼拝を行うこ

とができました。今まで他の教会をほとんど見た

ことがなかったので、貴重な経験になりました。 

 ホームステイが終了した次の日に、台風３０号

被災地へ送る、支援物資の袋詰めのボランティア

をさせていただきました。とても小さなことです

がお手伝いすることができて嬉しかったです。 

今回はこのような時間を与えてくださった関

係者の皆様に深く感謝いたします。たくさんの人

と出会い、貴重な経験ができたことは私の誇り

です。ここでの経験が、今後の人生に生かされま

すように、忘れないよう心に留めて生きたいで

す。また、共に過ごした日本のメンバーに出会え

て良かったです。支えてくれてありがとうござい

ました。英語を理解できるようになってからまた

フィリピンに行きたいと思います。 
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フィリピンワークキャンプに参加して 

 

九州教区 福岡聖パウロ教会 永島菜摘 

 

 私は今回初めてフィリピンワークキャンプに参

加させていただきました。私が今回参加したのは

単にフィリピンに行ってみたいという気持ちと自

らの英会話能力がどの程度あるのかを知りたい

という気持ちから来たものでした。実際にフィリ

ピンに行ってみると、自分の英会話能力がどのく

らい通用するのかを知れたこと以上に、価値の

あるものを得ることができました。私が訪れたバ

ンリックという村では、村全体でキャンパーたち

をもてなしてくれて、人の温かさを実感しました。

毎日おいしいご飯を用意してくれたり、ワーク中

は私たちの体を気遣い、暑いから影のあるとこ

ろで作業しなさいと言ってくれました。休憩中に

はお菓子や冷たいマンゴージュース、ココナッツ

ジュースを用意してくれました。また、ワーク後に

は、水で体を洗うのは寒いので、頼んで、お風呂

用に水を沸かしてもらいました。キャンパーたち

がお願いしたことを、いやな顔もせず、聞いてく

れることが、うれしかったのですが、申し訳ない

という気持ちにもなりました。なぜなら、私はこ

の村に来て、日本にいるときと同じように生活を

することができないという環境が存在すること

を知ったからです。日本にいるときには湧くこと

のない思いが湧いてきました。例えば、当たり前

のようにシャワーから水が出てくること、ゴミ回

収車がきてゴミを処理場まで持っていき、処理を

すること。日本では当たり前のことがフィリピン

の村では当たり前ではないことを目の当たりに

して、最初は戸惑いました。しかし、郷に入っては

郷に従えというように、最後のほうは割り切って

生活をしていたので、不便と思うことはあまりな

く、楽しく過ごすことができました。私は日本に

帰ってきたときに、なぜあんなに楽しくて幸せに

１１日間を送ることが出来たのだろうと考えてい

ました。私なりに考えた結果、ある人がテレビで

言っていた言葉がその答えなのではないかと思

ったのです。それは、「私たちは、日本に比べて生

活は豊かではないが、心は豊かだと思う」という

言葉です。この言葉を耳にした時、なるほどだな

と思いました。なぜなら、明らかに日本での生活

のほうが便利で何不自由なく生活できる環境な

のに、家に帰ってきたとき、つまらないなと実感

したからです。フィリピンでは、テレビもインター

ネットも携帯も使えない環境に置かれていた自

分は人と会話することに時間を費やすことがで

きました。その時は、自分ってテレビやインターネ

ットや携帯がなくても生きていけるんだとびっく

りしました。しかし、こういう環境が、人との関わ

りを多くする要因になっていて、心を豊かにさせ

てくれているのではないかと思いました。だから、

もっと人と関わって、自分の心もフィリピンの村の

人たちのように、豊かにしていきたいと思うこと

が出来ました。 

 

最後に、村の人たちとお別れするときに、みん

な口々に、もう私が来年フィリピンに行くと決め

られているかのように、「また来年会おうね」と

言ってくれたので、これは絶対来年もフィリピン

に行くしかないなと帰るときに確信しました。行

くしかないというよりも、絶対行きたいという気

持ちのほうが強いです。もし来年ワークキャンプ

で行けなかったとしても、自分で行って、またホ

ストファミリーや友達と再会することができたら

いいなと思いました。ワークキャンプに参加して

いないと経験できないことをたくさん経験して、

今回は本当に参加してよかったなと思いました。

ありがとうございました。 
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沖縄教区 北谷諸魂教会   南風原 早記 

 

今回初めてフィリピンワークキャンプに参加しま

したが初めてのフィリピン、初めての海外におい

てのボランティアで、たくさんの出会いとたくさ

んのあらゆる経験をすることが出来ました。 

フィリピンは危ないところだと、周りの友人・知人

に聞かされていましたので、少し不安な気持ちと

どのような楽しみが待っているのだろうと心が

ワクワクする気持ちといろんな思いを抱きなが

ら沖縄を出発しました。 

フィリピンに到着し、空港の駐車場で初めての驚

きが待っていました。それは、私の横を駆け足で

通り過ぎて行きました。裸足で真っ黒に汚れた足、

よれよれでいくつか穴の空いたボロボロのお洋

服、見た感じ小学校 3 年生位の男の子、そう、スト

リートチルドレンでした。心が締め付けられ、とて

も悲しくなりました。その後も道中、車窓から見る

光景は見るに見られないほど残酷で、綺麗な高

層ビルが建ち並ぶ中、道路では物乞いをしてい

る子どもたち、物を売り歩く子どもたちの姿、道

の隅に住んでいる人々の姿もありました。貧富の

差をまじまじと見せつけられ、フィリピンの実状を

思い知らされました。 

しかし、そんな暗い思いをもった私達を待ってい

てくれたのは、目が輝いたサンパロックの子供達

でした。皆、初めは照れ臭そうにしていましたが、

直ぐに慣れて手を握ってきたり、急に抱きついて

きたり、とても人懐っこく笑顔の絶えない子供達

の姿がそこにはありました。 

このフィリピンで「自分には何が出来るのだろ

う」と考え続け、少しでも役に立ちたいという思

いが溢れ、サンパロックの人たちを幸せにしたい

という気持ちでいっぱいになりました。 

毎日のボランティア活動と共に礼拝することで、

自分が出来ることは何でもやろうという思いに

なりました。日中は、みんなと一緒に楽しくペンキ

塗りに励み、夜はみんなと一緒にお酒を飲んで

サンパロックの人たちと少しずつ心が開け、人生

についても語り合うことが出来ました。 

たった11日間という短い期間でしたが、このボラ

ンティアを通して思ったことは、やはり国が違っ

ても人の心は通じ合いお互いの立場を理解して

話し合い語り合うことで国境を越えて本当の人

と人との暖かい気持ちを共有することが出来る

のだと感じました。 

私達は日々慌ただしい生活に追われ人と人との

心の繋がりを忘れてしまいがちです。私は彼らの

ような純粋な心を常に持ち続けたいと思いまし

た。 

このような機会をお与えになり、また参加者全員

が楽しく安全な旅が出来たことに感謝致します。 

maraming maraming salamat din po! 

                              南風原 早記 

 

 

礼拝堂屋根のペイント中？ 

 

「Blessing」 

神戸教区 司祭 長田吉史 

 

日本では見たことのないほどの満天の星空の下

で、MAU のギターと歌声が鳴り響く～!! 

 

口 を 開 け ば 「 Just kidding! 」 「 Bonggang 

bonggang」と言う Padi Joe、そして毎日お世話

になった Tatay Allan、Nanay Donna ご夫妻や

Princess、Aljohn、またその家族、ハッピーねーち



 - 9 - 

ゃん、和子さん、MAU、バーニン、村のすべての

人々が本当に一生懸命に受け入れてくれた。一

切の妥協なしで、受け入れてくれた。言葉が通じ

なくても、タガログ語で一生懸命お話してくださ

る方、どこからともなく「Padi！Good morning! 

Kumusta ka?」。また Padi Simby、Delfin、Junor

らサンタイネスの仲間の突然の訪問。人に受け入

れられるって本当に温かい。それによってバンリ

ックでの日々は何の窮屈さもなく、自分らしく過

ごすことができた。ラルシュ（L’arche）の創設者

であり、信仰と光（Foi et Lumière）の共同創設者

であったジャン・バニエは『人を愛するとは、その

人自身の美しさを自分で発見させ、見せてあげ

ること。その人の存在する場所を作ってあげるこ

と』と言うが、ある意味でバンリックでの日々は

村のすべての人々によってそれを与えていただ

いた。 

 

 そんな日々のある晩、MAU が満天の星空の下

でギターを奏でて歌っている。冗談話「By the 

way・・・」「Please～～～now」をお互いに言い合

って、そこにいるみんなでお腹が痛くなるくらい

大笑いしている時、夜中なので少し寒いくらいの

風が吹いた。その時、MAU が言った。「Oh! 

Blessing!」一見、突っ込みたくなるような言葉だ

が、彼は心からそう思っている。さわやかな朝の

時や、また教会の屋根のペンキを塗っている時に

吹いた風もみんな、「Oh! Blessing! Padi, this is 

my blessing!」。決してロマンティックに言ってい

るのではない。彼は本気でそう思っている。 

 

 僕たちが「Blessing」だと言えること、あるだ

ろうか。普段の生活の中で、しかも毎日ただ純粋

にそう思えることがあるだろうか。 

 

あらゆるものへの飢えと渇きの繰り返し、日常

の慌しさ、様々な人間関係、そういうものが本来

の「Blessing」を見失わせてしまっているのでは

ないだろうか。ちゃんと見ていない。ちゃんと感

じていない。バンリックでは毎晩オリオン座を見

たけど、そこで見たそれは日本で見るのとは全

然違っていた。日本で見るよりもっと鮮明と言う

か、はじめてみるオリオン座だった。本来のオリオ

ン座って、こういうものなのだって、初めて知っ

た。「Blessing」を見失っているって、ある意味で

そういうことなのかもしれない。豊かさや利便性

などを求め続けるあまり、何かを犠牲にしてまで

もそれを得ようとしている。今あるもので満足で

きない。次々に新しさを求めるという飢えと、仮

のそれを得てもいつしかそれに飽きてしまう渇

きを繰り返しているだけで、結局豊かになんてな

れないでいる。何なのだろう、豊かさって。本当

の豊かさって。無くなることなく、消えることも

なく、ずーっとあって変わらない豊かさって。そ

んなことを引きちぎれるんじゃないかってくらい

僕の T－シャツを入念に洗濯してくださった

Donna さんの姿を思い出しながら今、考えてい

る。そのことが少しずつでも満たされていくとこ

ろに、もっとはっきりと「Blessing」を感じ、その

「Blessing」をしっかりと感じるところに、バンリッ

クの皆さんのような、もっと愛がたっぷり詰まっ

た姿へと変容させられるのだろう。 

Maraming maraming salamat po sa pagdalo sa 

pagdiriwang na ito. 

 
Padi Joe と長田司祭 
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フィリピンワークを終えて 

                               

神戸教区 高知聖パウロ教会 石原 歩 

 

多くの期待と不安を抱えて向かったフィリピン

での 10 日間は、私にとってかけがえのない時間

となりました。 

 私の訪れた小さくて可愛らしいフェアビュー教

会は、決して十分に整った環境とは言えませんで

したが、フェアビュー教会の人達は、自分たちで

作り上げた教会でありこの教会を誇りに思って

います、と話してくれました。毎日たくさんの人

が教会を訪れ、分け隔たりなく共に過ごし、いつ

も笑い声が絶えない教会を誇りに思う気持ちを

理解するまで多くの時間はかかりませんでした。 

言葉も文化も違う国で教会を通し、礼拝という時

間と空間を共有していることに心から嬉しく思っ

たことを今でも鮮明に覚えています。どんなに離

れた土地であっても、私たちが兄弟・姉妹である

ことを明らかにしてくれたような優しい時間が

流れていきました。 

 フェアビューでの 1日はホストファミリーと村の

人達とのあいさつから始まります。教会まで徒歩

1 分程の距離の間、たくさんの家がたち並ぶ路地

を通り抜け「Good morning」「Magandang umaga」

と言いながら歩いているとすぐに教会にたどり

着きます。教会に入ると当番になっている家族が

ご飯を作ってくれています。朝の礼拝をして、朝

ご飯を食べるとワークが始まります。昼食やおや

つも教会で食べると、夕方にはワークが終わり、

晩ご飯も教会のみんなで食べます。空き時間や

休憩時間には子どもたちとたくさん遊びます。教

会の人達ともたくさん話します。笑いは絶えませ

ん。なんて充実した毎日！なんて楽しい毎日！

なんて素晴らしい 1 日だったの！と思いながら

眠りにつく素敵な日々が続きました。びっくりす

るほど早く過ぎてしまったフェアビューでの生活

も最終日をむかえ、私たちはフェアビュー教会が

支援しているマカブという地域へと向かいまし

た。辺りには大量のごみが散乱し、ゴミか家か分

からないほどの場所で生活を送っている人達、

子どもたちも細く小さく、年齢に伴う成長は見ら

れませんでした。格差の激しいフィリピンの現実

を改めて痛感すると同時に、見ず知らずの私た

ちにもかかわらず、手を引いて細くて急な山道

を歩けるように気遣ってくれた子どもたち、明る

く笑顔であいさつをしてくれる人、どんな状況に

おいてもあたたかい人柄に胸がいっぱいになっ

た場所でもありました。 

 フェアビューで過ごした数日間、本当にあっと

いう間でした。フェアビューの人が言った「教会に

いると、時間が早く過ぎちゃうんだよね。楽しく

ってね。」この言葉が頭の中をぐるぐると回りま

した。様々な人が訪れ、時間を共有している、同

じように。あるべき姿の教会を見たように思いま

した。 

 

 

 フィリピンではたくさんのあたたかさに何度も

何度も泣きそうになりました。英語もタガログ語

も分からない私と話そう、伝えようとしてくれる

みんな。必死にタガログ語で話しかけてくる子ど

もたち。多くは語れませんでした。でも、一緒にい

た時間は本当に楽しく、あたたかく、いつまでも

私の胸に残り続ける大切な時間となりました。キ

ラキラした笑顔にたくさんのパワーをもらい、思

いやりあふれる言葉や行動、そして、たくさんた

くさん笑顔になったこのフィリピンという土地が

私は大好きになりました。この出会いに感謝し、

このワークキャンプで感じたこと学んだことを胸
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に、新たに歩んで行きたいと思います。素敵な機

会を与えていただいた教会、また関係者の皆さ

んに感謝いたします。 

 家族が増えたような、そんな幸せが今も心の

中に残っています。きっと、これからも。 

                             

Maraming salamat po.  

 

 

 

『衝撃！！お・も・て・な・し・と 

あたたかさに触れて』  

 

神戸教区 聖職候補生 0r 執事 杉野達也 

 

私は今回のワークキャンプで初めてフィリピン

を訪れました。フィリピンは私にとって衝撃のオン

パレードでした。まずは、車の運転です。マニラの

空港に着いてから、フィリピン聖公会中央教区の

教区事務所まで車で移動しましたが、車幅を無

視し、ウインカーを出さずに車線変更。交通ルー

ルがあるのかないのか・・・むちゃくちゃでひどい

運転のように見えました。車の中で何度も冷や

汗をかきました。しかし滞在中、交通事故をみて

いません。実はお互いをちゃんと配慮しながら運

転していることに気がつきました。 

次に、マニラという首都の中に突如現れる貧

しい村。高い壁と門に囲まれ、大きくてきれいな

コンクリート建ての家が並ぶすぐ横で、屋根と塀

の間に隙間があるような家が並ぶ村がいくつも

ありました。私が訪れたフェアビューの教会もそ

うでした。 

さらに衝撃を受けたのが、フェアビューの教会

がマニラ中のゴミが集まるような場所に住んで

いる MACABU（マカブ）地域の人たちを支援して

いることでした。弱い立場にたたされている人た

ちに対する思いやりの大切さとフィリピンの中に

ある格差について学びました。 

そしてなにより、フィリピンの人のおもてなし精

神。空港から教区事務所に着くなり目に飛び込ん

で き た の は 「 WELCOME WORKCAMPERS 2014 

MABUHAY（マブーハイ）」というバナーでした。そ

の後、この教区事務所の豪華なディナーから始

まるおもてなし精神の連続はとまりませんでし

た。 フェアビューの教会でも「何か必要なもの

はあるか？」「これは食べれるか？」「疲れてな

いか？」「何が食べたい？」と、普段こういうの

はあまり食べたり飲んだりしないのではない

か？と思わされるほど用意していただき、これで

もかというほどのおもてなしを受けました。フェ

アビューの教会の婦人会長さんをはじめ、何人か

のフィリピンの人たちから聞いた言葉があります。

「hospitality（おもてなし）こそが私たちの誇りで

す！！」この言葉は忘れることができません。そ

して、「お前はこれほどのおもてなしができるの

か？」「お前はここまで人のことを思いやること

ができるのか？」と自分自身に突きつけられまし

た。 

 

ハッピーバースデー マイケル！ 

 

 このキャンプで忘れられない出来事がもう 1

つあります。私はこのフィリピンの土地で 27 歳の

誕生日を迎えました。誕生日の日には 1 人でワー

クをする時間が長く、影で色々と準備をしてくだ
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さっていました。夕の礼拝の後、突如誕生日おめ

でとうというムービーが流れ、ケーキが出てき

て、豪華な食事でおもてなしを受けました。きわ

めつけは、頭から卵を割られ、小麦粉をまぶされ

たことです。卵を頭で割ることによって、良い年

をむかえることができるというフィリピンの伝

統？らしいです。フェアビューの教会の皆さんに

祝ってもらうことができ、一生忘れることはない

思い出となりました。 

 滞在中、ワークでどれだけ疲れていても笑顔

がない日はありませんでした。キャンプの中で出

会った人すべてがあたたかかった。こんなに人っ

てあたたかいのだと改めて気がつきました。多く

の人に出会い、多くの笑顔をもらい、人のあたた

かさとおもてなしの精神を学び、多くの気づきが

与えられました。一つひとつが神様からの恵みで

あり、与えられたことに感謝しつつ、日本での教

会生活、あるいは自分自身の生活に活かしてい

きたいと感じました。そして、フィリピンを訪れた

からこそ、フィリピンのため、フェアビューの教会

と働きのため、日々祈りたいと思います。 

 

フィリピンに行って 感想文 

  

 神戸教区 垂水伝道所 杉野有沙 

  

今年は行き先を二つのグループに分けてワー

クキャンプが行われました。一つは、ケソン市郊

外にあるフェアビュー教会、もう一つはリサール

州の山間部にある聖フィリップ・聖ジェームズ教

会です。私はフェアビュー教会の方に行きました。 

 私が行ったフェアビュー教会がある村は都会

にあるのですが、その中でも貧しいといわれる

所でした。最初その教会を訪れた時に、フェアビ

ュー教会は貧しい教会なのにそこよりもっと貧し

い、マニラのゴミ捨て場にあるマカブという地

域をずっと支援し続けているという話を聞きまし

た。私はその話を聞いて、深く感銘を受けました。

自分は今まで何をしていたのだろうと思ったし、

私が今までいかに自分のことしか考えずに生活

していたのかということに気が付かされました。

日ごろ日本で豊かな生活をしている私は、貧し

い生活をしている人々に対して何もできていな

くて、そんな自分に腹が立ちました。自分の生活

を見つめなおさなくてはならないなと強く思い

ました。 

 今年のワークは、礼拝堂の掃除、牧師館の再建

でした。ワークを通して感じたことは、フェアビュ

ー教会の信者さんの教会愛の強さです。信者さ

ん皆さんの家が教会から近いからということも

あると思いますが、いつも村の大人から子どもま

で、さまざまな方が教会に来て、私たちと共にワ

ークを行いました。礼拝のない平日でも、教会に

来て教会のために何かをする。その姿に、この教

会は信者さんが主に教会を動かし、支えている

のだということを身をもって感じることができま

した。 

 また、先ほども書きましたが、マニラのゴミ捨

て場にあるマカブにも行きました。そこには、私

が今まで見たこともない光景が広がっていまし

た。トタンの壁と屋根でできた家の中、歩道、あら

ゆる所にたくさんのゴミがあふれおり、また一つ

の井戸の水を村のみんなで使っていました。そん

な生活をしているにもかかわらず、マカブの人た

ちはみんなキラキラした笑顔をしていて、私が逆

に元気をもらいました。 

 フィリピン（フェアビュー）で７日間ホームステイ

をして、フィリピンの経済格差をとても感じました。

私がホームステイした村の隣には分厚いコンクリ

ートの壁があって、その壁の向こうにはアメリカ

ンハウスのような大きな家が建った村がありまし

た。壁一枚でこんなにも世界が違うのかととて

も驚きました。また、私たちがホームステイした

村の中でも経済格差がみられ、日本では見るこ

とのできない、また味わうことができないことだ

なと思いました。人それぞれ格差があるのに、フ

ェアビューの村の人たちはみんなそんなことは

気にも留めないで、むしろ村人みんながまるで

家族のように接しているかのように私の目には

映りました。そんな姿を見て、フィリピンの人は、



 - 13 - 

人のありのままの姿を受け入れてくれるのだな

という印象を持ちました。そのような姿を見習っ

ていかなくてはならないなと思いました。 

 ２つのグループが合流してからは、支援物資の

リパッキング作業をしました。1 枚の袋に決められ

た量の砂糖や油、缶詰などを詰めていくという

簡単な作業ですが、作業が終わってから「今日１

日で８００世帯の人が２週間暮らしていける量のリ

パッキングができました。」とういうことを聞いて、

肉体的だけでなく感情的にもとてもやりがいを

感じました。あの時私たちは８００世帯もの人の命

を救うことができるお手伝いができたのだなの

だなと考えると、今でもとても嬉しく思います。 

 

 

パッキング作業中の有沙さん 

 

 フィリピンのワークキャンプに参加するのは今

回が初めてだったので、不安が多い中での出発

でしたが、その不安はすぐに消え、フィリピンで出

会ったすべての人のホスピタリティーにふれな

がら一生忘れることのない十一日間を過ごすこ

とができました。そして何よりも、このワークキャ

ンプに参加したことによって、日曜日の聖餐式に

出たことで、世界はつながっているのだなとい

うことを教会を通して改めて感じることができ

ました。今回このキャンプに参加させて頂きあり

がとうございました。機会があれば次も参加し

たいと思いますし、是非他の方にも参加して頂き

たいと思っています。 

 

 

 

  

沖縄教区 小禄聖マタイ教会 高良まなみ 

 

私がこのワークキャンプに参加するのは去年

に引き続き2回目です。今年は去年とは正反対の

都会にあるフェアビューという教会に行きました。

去年は田舎、今年は都会ということで、去年とは

また違う雰囲気のフィリピンを見ることが出来ま

した。 

 フェアビューは青年の活動が盛んということ

もあり、いつでも賑やかで毎日とても楽しく過ご

すことが出来ました。初日のオリエンテーション

では、この教会は信徒みんなで作った教会だと

自信を持って私達に話してくれました。その言葉

通り教会には日曜日以外の平日でも、毎日信徒

さんがたくさん来ていました。日本の教会では平

日に信徒さんが来ることはほとんどないと思う

し、信徒さんが教会を作っていくというのは私に

は想像も出来なかったので本当に凄いなと思い

ました。また、フェアビューは決してお金持ちの教

会ではないのに、自分達の教会より貧しい教会

に対して支援を行っていました。自分達にとても

余裕があるわけではないのにこういう支援を行

っていることは、本当に見習わなければならな

いと思いました。こういう助け合いの心は日本人

が忘れていることなのではないかと思います。

フェアビューの信徒さん達から学んだ教会に対す

る思いや姿勢は忘れてはいけない大切のことで、

学んだだけではなく日本でちゃんと私も行動に

うつせるようにしたいと思いました。 

 フェアビューからマニラに戻る前には、フェア

ビューが支援をしているマカブというゴミ捨て

場の側にある村に行きました。ゴミを燃やしてい

る煙の臭いやゴミ収集車の排気ガス、ハエなど

の虫もたくさん飛んでいて空気が本当に悪く、タ

オルで口と鼻を抑えていないときつかったです。

でも、ゴミ置き場の側には家がたくさん並んでい

て、ゴミの隣で子ども達が遊んでいたことが本

当に衝撃的で今でもその光景を覚えています。
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また、私はそこで配食のお手伝いをさせてもら

いました。子ども達が大小さまざまな大きさの器

を持ってきてそれにスープを入れていたのです

が、「これを家に持って帰って家族でシェアして

食べる家もあるみたいだよ」と聞き、とても複雑

な気持ちで配食をしていました。器の大きさはそ

れぞれ違うけれど大盛り入れてあげたい、けど

そうすると足りなくなるかもしれない、平等にい

きわたらないかもしれない、平等に入れてもそれ

ぞれ家庭環境が違うからひとりひとりが食べら

れる量は違うのかもしれない、という色んな気

持ちがこみ上げてきました。支援するということ

の難しさを配食しながら感じ、なんだかやりきれ

ない気持ちにもなりました。でもこのマカブで少

しのお手伝いだけれど、それを通して色んなこと

を感じることが出来たのでとてもいい体験をさ

せてもらったなと思いました。 

 今回のワークキャンプは私は２回目ということ

で少し気持ちに余裕があり、色々なことを感じ、

考え、学ぶことが出来たと思います。この文章だ

けでは伝えきれないことはまだまだたくさんあ

るけど、私がフィリピンで体験してきたことは自

分の中に留めるのではなく、どんな形でもちゃん

と日本のみんなに伝えていきたいです。今回も

このような貴重な体験をさせて頂けたこと、そし

てフィリピンの皆さんに感謝します。ありがとうご

ざいました。 

 

 

マカブで配食活動を手伝うまなみさん 

 

感  謝 

  

九州教区 司祭 牛島幹夫 

 

 第１１回目になるフィリピンワークキャンプに参

加するのも今回で5回目。過去の3回はチャプレ

ンとしての参加でしたが、今回は団長という役割

を負うこととなり、しかも、グループに分かれる

際には、通訳？としての働きもせねばいけない

こととなり、昨年までとは違う緊張をもってキャ

ンプに臨むことになりました。 

 正直なところ団長として一体なにをしなけれ

ばいけないだろうかと、昨年まで団長をされた

ベイカー博子さんの八面六臂の活躍を思い出し

つつ不安を持っての参加となりました。しかし、

「案ずるより産むが易し」のことわざを、これほど

強く感じることもないキャンプとなりました。昨

年から、神戸、九州、沖縄３教区合同のキャンプと

なっているおかげで、長田司祭、岩佐司祭という

強力な牧師達がいてくれましたし、グループに

分かれている時も、杉野執事（キャンプ時は候補

生）が青年キャンパーを見守っていてくれて、私

が特別にしなければいけないことはほとんどな

いような状況でした。 

 そして、何よりフィリピンにいる仲間達の暖か

いホスピタリティーに助けられて、すべてが無事

に進んでいったことを感謝することとなりました。

なによりもまず、出会ったフィリピンの方達ひとり

ひとりに感謝をしなければいけないと感じてい

ます。 

 さて、今回のキャンプでは、キャンパーは二つ

のグループに分かれました。私が行ったのはフェ

アビューという地区にある復活教会です。ここに

4人の仲間とともに 1週間お世話になりました。３

月１日土曜日、一緒のグループの青年達の興奮

や不安をそばに感じつつ教会に足を踏み入れま

した。そして、最初に待っていたのが、オリエンテ

ーションです。私にとって今回のワークでの最大

の難関がいきなりやってきました。オリエンテー

ションでは教会の婦人会長でもあるフランさんが、
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一生懸命にフェアビューの教会が大切にしてい

ることを語ってくれました。彼女の語る姿には教

会を愛する情熱と誇りが込められていて、私は

すごく感動しました。しかし、彼女はものすごく早

口なのです。正直なところ、私は彼女が話す英語

の半分も理解できず概略をつかむのがやっとで

した。用意されていたスライドがなかったらもっと

理解が出来なかったかもしれません。しかも、息

つく間もなく一気にしゃべって、「さあ通訳し

て。」と言うのです。悲しいことに他の 4 人は、さ

っぱり何を話しているのか分からないという顔を

しています。私は、冷や汗をかきながら、必死に

なってキーワードになりそうな言葉について確

認しつつ、キャンパー達に話されていることを伝

えました。このときのことは、今振り返っても冷や

汗が出ます。 

 ようやくオリエンテーションが終わって、その

後のプログラムは、本当に何の心配もなく過ぎ

ていきました。他のキャンパー達が書いているよ

うに、たくさんの出会いがあり、学びがあり、その

一つ一つをフィリピンの教会の方達が暖かいも

てなしの心で整えてくれていました。ワークキャ

ンプでいつも感じることですが、これほどのもて

なしを、もしフィリピンからだれかが来てくれた時

に出来るだろうか？と感じていました。私は、フィ

リピンキャンプの団長としてはっきりと言えるこ

との一つが、フィリピンの教会との交わりの中で、

フィリピン人のホスピタリティーに触れることが

出来るだけでも、このワークキャンプに来る価値

が十分あると思うのです。彼らの半分でも良い

から、人を暖かくもてなすものとなれれば、どん

なに私たちの教会も変わっていくことが出来る

のではないかと感じています。 

 フェアビューでの 1 週間は本当にあっという間

でした。最後の夜には、心づくしの料理と、暖かい

言葉を教会の方達からいただきました。一緒に歌

を歌い、一緒に食事をし、笑いあい、涙をながし

て交わりを確かめたのでした。その会の中でのこ

とです。オリエンテーションをしてくれたフランさ

んが最後にマイクを持ちました。彼女はその挨拶

の中で、「正直なところ、最初、牛島司祭以外の 4

人の青年がほとんど英語を理解できていない様

子を見てすごく心配でした。しかし、この 1週間言

葉を超えて交わりが深まっていく姿をこの目で

見ることができました。私たちは皆さんのことを

決して忘れません。きっとまたここに来て下さい。

皆さんが戻って来た時には必ず歓迎します。」と

いうようなことを話されました。 

 私は、不安に感じていたのは私だけじゃなかっ

たのだと思いほっとしたのと同時に、言葉を超え

ての交わりを可能にしてくれたのは、日本人のキ

ャンパーの力ではなくて、フェアビューの教会の

人達ひとりひとりのホスピタリティーによるもの

だったのだと、感じていました。 

 さて、早口の英語をしゃべるのは実はフランさ

んだけではありませんでした。他にも何人かの方

がものすごい早口で私に話しかけてくれました。

私の英語力不足で十分に応えることが出来ずに

申し訳なく感じています。しかし、そんなことには

関係なくこの方達がいつも本当に嬉しそうに話

をしてくる姿に心動かされました。こんなにも嬉

しそうに人と話をすることができるだろうか？

どうしたら、このような姿になれるのだろうか？

という問いが私の中に残っています。 

 最後に、ともに時間を過ごしたキャンパー達に

心からの感謝の気持ちを送ります。 

 どうもありがとう！ 

 マラミン サラマット！ 

 

フェアビューではキャンパー全員に似顔絵のプ

レゼントがありました。右から 3番目が描いてく

れたピーターです。 
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台風 30 号（台風ヨランダ）被災地支援について 

 

 今年のワークキャンプに先立って、神戸、九州、

沖縄の 3 教区において、昨年フィリピンのビサヤ

諸島を襲来し、甚大な被害をもたらした台風 30

号被災地への支援物資を募らせていただきまし

た。皆様から多くの支援物資をお届けいただい

たことにあらてめてお礼申し上げます。 

 支援物資は仕分けをした後に、11 人のキャンパ

ーが手荷物の一部としてフィリピンに運びました。

フィリピンでは、今回のワークキャンプ先の教区

である、フィリピン中央教区（EDCP）へ支援物資を

お渡しし、その後の活用を委託して参りました。衣

類などの物資は、支援活動を継続しているフィリ

ピンキリスト教協議会（NCCP）の支援部署へ、文具

はフィリピン聖公会の青年達が行っている被災地

の子ども達への支援活動へとそれぞれ送られる

と聞きました。（写真は、1 日目の夜に支援物資を

EDCP の代表者へ渡しているところです。） 

 

EDCP 事務所で支援物資を渡す 

 また、キャンパーの感想文にもありますが、今

回のキャンプにおいては、日程のうちの一日が被

災地への食料援助のためのリリーフパック（食料

救援袋）を作る手伝いにあてられました。支援物

資の集積場所となっている NCCP において、大き

いプラスチックのバッグに手分けして、塩、缶詰、

米、豆、干し魚、油などを詰めていきました。食料

救援のための袋の中身やその量についても、試

行錯誤が繰り返されているとお聞きしました。 

 NCCP における救援スタッフの責任者であるク

リシュさんは、今後も救援活動が長く続くであろ

うこと、また、そのニーズが既に多岐にわたって

いることなどを、話してくれました。また、衣類な

どの支援に関しても、季節の移り代わりによって

必要なものが変わっていくので、先を見越して保

管している衣類もあるということでした。 

 台風30号被害関連の報道を聞くことはほとん

どなくなってしまいましたが、心を寄せ祈り続け

ることが必要と感じています。どうぞ、これから

もお祈りをお願いいたします。 

ワークキャンプ団長 司祭 牛島幹夫 

 

～交流ニュース～ 

ジョー･メディナ司祭が九州へ来られます 

 毎年秋に行われている九州教区における

EDCP からの聖職招聘プログラムで、キャンプで

お世話になった、Joe Medina 司祭が来られること

になりました。9月16日～30日の間に九州を回り

各地で交流を深められます。 

 

フィリピンワークキャンプへの問い合わせ 

 今回のレポートを読んで、フィリピンワークキャ

ンプに関心を持たれた方、是非、直接話を聞いて

みたい！と思われた方は、各教区の担当者へご

連絡ください。来年は、あなたが一緒にフィリピン

へ行きましょう！ 

神戸教区：司祭長田吉史（広島復活教会） 

沖縄教区：司祭岩佐直人（島袋諸聖徒教会） 

九州教区：フィリピン協働委員会 

委員長ベイカー博子 

 

編集後記 

・大変遅くなってしまいましたが、フィリピン

ワークキャンプ報告を皆様にお送りいたしま

す。どうぞ、教会で回覧して読んでください。 

・また、九州教区のホームページに同じ物があ

りますので、そちらから印刷して配っていた

だけると幸いです。 

バルナバ 

フィリピンとの掛け橋のページ 

http://ataraxia.jp/d-kyushu/kakehashi/ 


